
教化名 年間授業時数 学年

麟

保

'き材ゝ
~育

計

19口寺FH弓

98障手掃ヨ

117醐
1

授業形態 指導者名
2クラス合同・ 3学年合同 鰍割り疑約 森 逸美・柏木 洋輝・メlJII 勝己

教科書(発行所) 最新 中学校保健体育触 会社 大協購罰⊃

教科書以外の教材(発行所) デジタル版中学体育実技2025版 [クラクⅣ厠研式会社寺靭幽育みらい)

目 標

学習のねらい

体育や保健の見方・考え方を中効 せヽ,課題を発見し,合理的な解決に向けた学習過程を

通して,心と体を一体として捉え,生涯にわたつて,戦の健康を保持増進し豊かなスポーン
ライフを実現するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1)運動の合理的な実践を通して,運動の楽しさや喜びを味わい,運動を豊力Чこ実践す

ることができるようにするため,運動,体力の必要性について理解するとともに,基本的

な技能を身に付けるようにする。

12)運動についての自己の課題を発見し,合理的な解決に向けて思考し判断するととも

に,自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。

(3)運動における競争や協働の経験を通して,公正に取り組む,互いに協力する,自己

の役割を果たす,一人一人の違いを認めようとするなどの意欲を育てるとともに,健

康。安全に留意し,自 己の議 尽くして運動をするJ割鞍婢効。

《備 分野》

1 体つくり運動

体を動かす楽しさや心地よさを味わい,体つくり運動の意義M〕サん体の動きを高め
る離 まどを理解サ

~る
とともに,目的に適した運動を身に付け,組み合わせることがで

きるようにする。
2名鋤運動

技ができる楽しさや喜びを味わい,器械運動の特性や成り立ち,技の名称や行い方,

その運動に関連して高まる体力などを理解するとともに,技がよりよくできるようにす

る。
3蜘
記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい,技術の名称や行い方などを理解し,基

本的な動きや効率のよい動きを身に付けることができるようにする。

4難
勝敗を効 楽しさや喜びを味わい,球技の特性や成り立ち,技術の名称や行い方,そ

の運動に関連して高まる体力などを理解するとともに,基本的なボールや用具,バット

操作と仲間と連携した動きで攻防を展開ミ るようにする。

5離
技ができる楽しさや喜びを味わい,武道の特性や成り立ち,技の名称や行い方,その

運動に関連して高まる体力などを理解するとともに,基本動イ乍く
う基本となる技を用い

て簡易な攻防を展開することができるよう1こする。

6ダンス
感じを込めて踊つたりみんなで踊つたりする楽しさや喜びを味わい,ダンスの特性や

由来,表現の仕方などを理角軍するとともに,イメージを捉えた表現く
°踊りを通した交流

ができるようにする。



7体育理論:運動やスポーツの知
運動やスポーンの合理的な実践を通して,楽しさや喜びを味わい,それらを生涯にわ

たる豊かに実践できるようにするとともに,見る,支える,知るなどの多様な関わり方を

通して,生きがいや身近な文化と捉えることができるよう|こするためには;人はなぜ運

動やスポーツ暫つのかといった必要性や楽しさ,運動やスポーンを通した多様′浪関

わり方や楽しみ方について理解するとともに,運動やスポーツの多様性に関心をも

ち,自分と運動やスポーンとの関わり方について,思考し,判断し,表現ミ るようにす

る。                                           ‐

《勒 》

1健康な生活跡 の予防
(ア〉健康の成り立ちと疾病の発生要因

健康は,主体と脱 良好な状態に保つことにより成り立ってぃること,また,健康

が阻黎 れた状態の一つが疾病であることを蜂 るよう1こする。

lイ)生活習慣聯

の運動と健康

運動には,身体の各器官の機能を刺激し,その発達縦 すとともイこ,気分転換

が図られるなど,精神的にもよい効果があることを理解できるようにする。

⑦食生活となき康

食事には,健康′ぶ身体をつくるとともに,運動などによって消費されたエネル

ギーを補給する役割があることを理解できるよう1こする。

の体養及び睡眠と健康

休養及び睡眠は,心身の疲労を回復するために必要であること,健康を保持

増進するためには,年齢やナL麟境等に応じて休養及び睡眠をとる必要があ
ることを理解できるよう1こする。

O調和のとれた生活
,戦の

'き

康は′ヒ活習慣とЖ 関わつており,的 進するためには,年

齢,生活環境等に応じた適切な運動,食事,体養及び睡眠の調和のとれた生

活あ続けることが必要であることを蜂 るようにする。

2勘 の欄脚望)雑と心の健康
(アl身聯 の発達

身体の発育。発達には,骨や筋肉,肺やP鶯まどの器官が急速に発育し,呼
吸器系,循環器系などの機能が発達する時期があること,また,その時期や程

度には,人によつて違Vヽがあることを聴 きるよう1こする。

lィlナL殖に関わる機能の爛

思春期には,下垂体から分泌される性腺刺激ホルモンの働きにより生殖器の

発育とともに生殖機詫が純 ,男子でイ翌制臨 女子では月経が見られ,妊娠

が可能となることを聴 きるよう1こする。

(ウ)精神機能の発達と自己テF′′成

⑫知的機能,情意機能,社会性の発達

心は,知的機能,情意機能,社会性等の精神機能の総体として捉えられ,それ

らは生活経験や学習などの穀 受けながら,脳の発達とともイこ発達すること

を理解できるようにするき

⑦自己形成   .
自己形成については,思春期になると,自 己を客観的に見つめたり,他人の立

場や考え方を理解できるようになつたりするとともに,物の考え方や興味・関心

を広げ,次第に自己を認識し自分なりの価値観をもてるようになるなど自己の

形成がなされることを理解できるよう1こする。           |



帥 求やストレスヘの対処と心の健康

⑫精神と身体の関わり

精神と身体には,密接な関係があり,互いに様々な影響を与え彿 ていること

を理解できるようにする。

⑦欲求やストレスとその対処  :
心の健康を保つには,適切な生活習慣を身に付けるととも1こ,欲求やストレス

に適切に対処することが必要であることを理解盛 るよう|こする。

出題方針 ・教科書の内容を中心に,ノート期 オプリントなどから出題する。

第1回考査 なし

第2回考査 体つくり運動・陸上競技。球技・ダンス・保健 など

第3回考査 なし

第4回考査 なし

範囲

(予定)

年度末考査 器械鬱弥武道・動 ・凌艦支・保健 など

定期考査

・評価の観点は、①知識・技能、②思考力。判断力・表現力など、③主体的に学習に取り

組む態度、の頭 日とする。

l(体育分野ll
・評価の方法は、自己評価・相互評価・レポート提出・運動技能テスト出席状況など、によ

り、縦罐消もに衝騰胡町1こ祗 る。
・毎時間が評価の対象であり、数回の運動破能テス醍茸わ。

∽ 》
・評価の方法は、定期考査・提出したノートやレポートなどの記述内容、出席状況など、

1こより、経洋y均 1こ拶誤稲引に縦 る。

評価の観点
・評価の方法

(l体育分野〉l
・更衣を早くして、授業には遅刻しない。
・体調の自己管理をし、担当教自市に申し出る。[体調が悪いときには付箋などを活用]
・準備物を整えて、忘れ物をし′Fヤ、

《脚
・保おファイノ広。ノートなど、提出物を大切にする。
ファイルく。ノートなど記述内容の評価は大きいので、しつかりと考察して屁出しましょう。
・準備物を整えて、忘れ物をしナぶぃ。

先生からアド′ヽイス

(予習日復習の方法、

授業の受け方、
ノートの取り方など)



年 間 授 業 計 画 表 (45分授業 )
朝 月 学 習 内 容 日散 学 習 の ポ イ ン ト

前期

4

5

6

7

8

9

・体つくり適動(体lよぐしの動

・体つく卵藝効(体力を高める動

・唖    (蝉・ジレー)
・運動時ヌポーツの多様性

,球技 lノミレーボールl

・ダンス(現代的なリズムのダンス)
・健康な生活と疾病の予Fノ与

《第2回考査》

やダンス(フォエクダンス)

埒蹄雄藝力(マッ画藝芽り飩勝帥割勤)

・武道倹噛

・健康テF生活と疾病の予防

6

6

6

4
8

4
4

6

6

6

4

・自己の体に気イ撻 、仲間と交流する。

・土級生と弔阪生の交流を深める。

・互いに協力しテぶがら、体力を高める。

・安全に留意し、基本技術を習得する。

・互い協力し′Fがら、手際よく測熱 るよう1こする。

・運動やスポーツについて理解を深める。

・安全に陥 、互いに協力し′漠がら、鞭 習

得する。また、練習やゲームわ 。

・互いに協力しながら練習締 。
・生活の中で、改善や実践の仕方を理解する。

・互いに協力しテぶがら練習わ 。

・安全に留意し、互いに協力しながら、基本技術を習

徹 る。
・安全に留意し、互いに協力しながら、基本技術を習

徹 る。
・生活の中で、改善や実践の作防 を理解する。

後期

10

11

12

1

2

3

。武道倹噂

鍔蹄雄巨力(マット運動・眺び嗣

。心身の発達と心の健康

・球技 l男子 :サッカ‐)

l女子 :バスケットボーアレl

《年度末考査》

12

12

11

10

12

・安全に留意し、互いに協力し′演がら、基本技術を習

徹 る。
・安全に留意し、互いに協力しながら、基本技佗 習

得する。
・生活の中で、改善や実践の仕方を理解する。

・自分の目標を立て、ペーバを設定して安れ たタイ

ムで走ることを最上位の目標とする。
・安全に離 、互いに協力しながら、効 習

得する。また、練習やゲーム約 。

総時間数 117 備 98醐 保健 19醐



教 科 名 年間授業時数 学 年

技術・家庭科 (技術分野 ) 39 1

授 業 形 態 指 導 者 名

一斉授業 木挽屋 菜摘

教科書 (発行所) 技術 。家庭 技術分野 ( 開隆堂 )

教科書以外の教材 (発行所 ) 技術・家庭ノー ト ( 開隆堂 )

目  標

ものづくりなどの実践的・体験的な学習活動を通して、材料と加工に関する基礎的・基本的な知識

及び技術を習得するとともに、技術と社会や環境とのかかわりについて理解を深め、技術を適切に

評価し活用する能力と態度を育てる。

学習のねらい

A
(1

(2

(3

材料と加工の技術
)生活や社会を支える材料と加Iの技術について調べる活動などを通して、次の事項を身に付
けることができるよう指導する。
ア 材料や加工の特性等の原理・法則と、材料の製造・加工方法等の基礎的な技術の仕組みにつ
いて理解すること。
イ 技術に込められた問題解決の工夫について考えること。
)生活や社会における問題を、材料と加工の技術によつて解決する活動を通して、次の事項を身
に付けることができるよう指導する。
ア 製作に必要な図をかき、安全・適切な製作や検査・点検等ができること。
イ 問題を見いだして課題を設定し、材料の選択や成形の方法等を構想して設計を具体化する
とともに、製作の過程や結果の評価、改善及び修正について考えること

)これからの社会の発展と材料と加工の技術の在り方を考える活動などを通して、次の事項を
身に付けることができるよう指導する。
ア 生活や社会、環境との関わりを踏まえて、技術の概念を理解すること。
イ 技術を評価し、適切な選択と管理・運用の在り方や、新たな発想に基づく改良と応用にっい
て考えること。

定 期 考 査

出題方針 教科書の内容を中心に、技術・家庭ノー ト、教材プリントなどから出題する。

範  囲

(予定)

第 1回考査

第 2回考査

第 3回考査

第 4回考査

年度末考査

実施しない

生活や社会における技術の役割

A材料と加工の技術

・ものづくりの工夫と進め方・材料・設計・製作 (けがきまで)

実施しない

実施しない

A材料と加工の技術

・製作 (切断から)・ 材料と加工に関する技術とわたしたち

評価の観点・

評価の方法

o評価の観点は、「知識・技能」、「思考・判断・表現」、「主体的に学習に取り組む態度」の 3項

目である。

①具体的な評価は、定期考査、技術・家庭ノー ト、授業中での作品、教材プリント、レポ=卜
などを

適正に活用して総合的に行う。また必要に応じて自己評価も取り入れる。

先生からアドバイス

(予習・復習の方法、授業

の受け方、ノー トの取り

方など)

技術は、実践的・体験的な学習活動を通して、ものづくりやコンピュータの活用や情報モラルに関

する基礎的な知識と技術を習得するとともに、ものづくりや情報に関する学習を通して、将来の自

分の夢を実現するときにいかされる技術的素養を身に付ける学習です。

技術が果たす役割について理解を深め、それらを適切に活用する能力と態度を身に付けることが

大切です。学習を通して、将来の自分の夢を実現するときにいかされる技術的素養を身に付けまし

ょう。



年 間 授 業 計 画 表 (45分授業)

鞠 月 学 習 内 容 時数 学習のポイント

日町

期

後

期

4

5

6

7

9

10

11

12

1

2

3

Oガイダンス

・技術とわたしたちの生活

O情報の技術

○材料と加工の技術

0ものづくりの工夫と進め方

・製品の工夫と技術の進歩

●材料

・さまざまな材料

・材料の特徴

・材料と環境のかかわり

0設計

・設計の進め方

・使用の目的と製品の決定

・材料、機能、構造を考える

。加工方法、接合方法と仕上げ方法を考える

。製図

《第 2回考査》

0製作

・製作の進め方

・部品表と工程表

・けがき

・切断、切削

・穴あけ、ねじ切 り

・部品の検査と修正、組立て

・表面と角の仕上げ

0材料と力日正に関するわたしたち

・社会・環境とのかかわり

・材料と加工に関する技術とわたしたちの未来

《年度末考査》

0学習のまとめ

・製作の振り返 り

1

3

1

3

6

22

3

1

・小学校の学習の振り返り。
・身近な生活にはどのような技術があるかを知る。
・技術が生活の向上や産業の発展に影響を及ばしてことを知る。
・持続可能な社会の必要性と技術とのかかわりについて知る。

・コンピュ=夕 の構成と基本的な情報処理
の仕組みを知る。

・情報に関する技術の適切な評価・活用について考える。

・技術分野で 3年間を見通した学習内容をイメージする。
・技術の進歩について考える。
・ものづくりの進め方について知る。

・身の回りにある製品に使われている材料の種類を知る。
・木材・金属・プラスチック、それぞれの特徴を知る。
・製品の用途や使いやすさを考える。
・材料と環境のかかわりを知り、材料の使い方について考える。

・ものづくりに取り組むときに必要な設計の進め方を理解する。
・使用の目的から、大きさ、使いやすさ、などの機能を考える。
・じょうぶにするための構造を理解し、製作品の構造を考える。
・さまざまな種類の材料の特徴を知る。
・さまざまな加工法を知り、製作品の加工方法を考える。
・接合方法を知り、製作品の接合方法を考える
・作品を図に表す方法を理解しヽ 構想を図に表す。

・製作品の製作の進め方を理解する。
・部品表、材料取り図、工程表を書く。
・けがきの役割と、切りしろ、削りしろの必要性を理解してけが

く。

・のこぎり して正確にのこぎりびきをする。
・仕上がり寸法線まで木材を削る技術を理解し、正確に削ることが

できる。
・穴あけの仕組みを理解し、正確な穴あけをする。
・さしがね、直角定規で部品の検査と修正をする。
・接合方法と手順を確認しながら正確に組立てをする。
・製作品の表面や角の仕上げをする。

・材料と加工に関する技術が社会や環境に果たしている役割につい

て考え、理解を深める。

・材料とカロエに関する技術を適切に評価し、活用しようとする態度

を身に付ける。
・材料と加工に関する技術の学習を振り返り、技術との付き合い方

を考える。

総 時 間 数 39



教 科 名 年間授業時数 学 年

帥 ・ 嚇 朝 蓬 郭 斗  (レ 剰 庭 蟄 分 埋 早 ) 39 1

授 業 形 態 指 導 者 名

前期 :一斉授業 後期 :一斉授業 小 山 有 紀

教科書 (発行所) 技術 。家庭  家庭分野 (開隆∋
教測書以外の教材 鮪 所) 中学校技術・家庭科用 技 。家ノート 家庭分野 (開幽

目  標

生活の営みに係る見方I考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通して、よりよい生活の実現に向け

て、生活を工夫し創造する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1)家族。身棘望務能イこつい硼 湘 、家族・豹憩衣向砥消費や塀競などについて、′鮒の自立イ胡要酬 棚

を図るとともに、 それらに係る技能を身に付けるようにする。
②家族・家庭や地碗こおける生活の中からFH糎を見いだして課題を設定し、解決策を備想し、実践港評価・改善呟考察した

ことを論理的に表現するな二 これからの生活を展望して課題榊 る力を養う。

13)自分と家放ヽ 家庭生活と地域との関わりを考え、家族苺地域の人々 と協働呟 よりよい生活の実現に向けて、生活をI夫し

創造しようとする実践的な態度を養う。

学 習 の

ね らい

A家 族・郷
(1)自分の成長と家族・獅
ア 自分の成長と家族や家庭生活との関わりが分かり、家族。家庭の基本的な機能について理解する
とともに、家族や地域の人々と協力・協働して家庭生活を営む必要があることに気付くこと。

B衣 食住の生活 l食生活l
(1)食事の役割と中学生の栄養の特徴
ア 次のような知識を身に付けること。
lア)生活の中で食事が果たす役割1こついて理解すること。
α)中学生に必要な栄養の特徴が分かり、健康によい食習慣について期 早すること。
イ 健康によい食習慣について考え、工夫すること。
(2)中学生に必要な栄養を満たす食事
ア 次のような知識を身に付けること。
σ)栄養素の種類と働きが分かり、食品の栄養的な特質について理解すること。
(イ)中学生の1日に必要な食品の種類と概量が分かり、1日分の献立作成の方法について理解する
こと。

イ 中学生め1日分の献立について考え、二夫すること。
(3)日常食の調理と地域の食文化
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。
(ア)日常生活と関連付け、用途に応じた食品の選択について理解し、適切にできること。

(イ)食品や調理用具等の安全と衛生に留意した管理について理解し、適切にできること。
(夕)材料に適した加黙調理の仕方について理解し、基礎的な日常食の調 理が適切にできること。
(工l地域の食文化について理解し、地域の食材を用いた和食の醜 地切にできること。
イ 日常の1食分の調理について、食品の選択や調理の仕方、調理計画を考え、二夫すること。

定 期 考 査

出題方針 教科書とノートの内容を中心にプリント、ワークシートからも出題する。

範 囲

(予定)

第 2回考査
・家族 。家庭生活 (様々な家族・家庭まで)
・人間にとつての食事～中学生に必要な栄養

年度末考査
・日常食の調理と地域の食文化
・献立づくり

詔面C凍励黒日

評価の方法

・評価②観紺期 の「知識・樹掏「思考・判断・;麹劾「主伽的に学習に取り組む態度」の3観点とする。
。授業への取り組み方、発表・プレゼン・レポート、ワークシートの記述等から総合的に評価する。

先生からのア膨髯ス

(予習・復習の方法、授

業の受け方、ノードのと

り方なとつ

・忘れ物をしなセち   ・時間を守る。   ・人の話を集中して聞く。
・課題をきちんと行い提出する。   ・学習内容を家庭で実践する。
・自らの家庭生活を見つめ、家庭生活に対する課題や考えをもつ。



年 間 授 業 計 画 表 (45-
期 月 学 習 内 容 職 学 習 の ポ イン ト

4

5

6

7

8

9

〇家庭分野のガイダンス

1 今の自分とこれから
2 家庭のはたらきと家庭の仕事
3 様々なち麹集。家膚廷
翰 な家族

嚇 な薪 縣

1 人間にとつての食事

(]〕ゝ
`営

r彊1事
てπ)И!母!言子ll

C毎日岬 贋とをき康の基本

C酒濶菊剪男書Jと継

2 食品と栄養素
①食品と栄養素をつなぐ

②栄養素のはたらき

3 中学釦こ必要′餓 事
①中争伽呼鵠奎必要な雄

②栄養バランスを目で見て判断

(第 2回 考 査 〉
5 献立づくり

4 日常食の調理と地域の食文化
②生鮮食品の選択と保存

鋤 日工食品α溜 尺と保存子

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

4

1

2

・小学校家庭科の学習をふり返るとともに、3学年間の学習内容の見通しをも

鳥

・自分の成長と家族や地域の人びととのかかわりと自分自身の理解を深める。

・家庭での活動を考え、家族・家庭の基本的な機能について理解する。

・自分や家族の生活
`翔

j鬱
勅拶W嚇蔓力が支えていることに気づく。

・食事の役割について理解し、毎日の食事に関心をも為

・健康に良ヤ鮮 について学び、規貝J正しく食事をとることの理 ドとを理解す

る。

・食品は栄養的特質により食品群に分類されることを理解する。

・五大栄養素の体内でのはたらきを理解する。

・中学生の呼ザ〕の身体的特隊を理解し、中学生に必要な栄養の特徴がわかる。

・中学生が 1日にとりたい食品と分量を知る。

・1回の食事を目で見て栄養のパランスがとれているか判断できるようにする。

・各食品群の食品を組み合わせて、栄養バランスのとれた 1日分の献立を考え

ることができる。

・生鮨角品の特徴がわかり、目的に応じて生鮮食品を選択・保存できる。

・目的に応じて加工食品を選択できる。

10

11

12

1

2

3

③肉の特徴と調理

④魚の特徴と調理

⑤野菜の特徴と調理

⑦受け継がれた食文化

①調理の計画

○碑

①しょうが焼き他

②ホイル焼き他

6 帥 継 活

く年 度 末 考 査 〉

○生活の課題と実践

1

1

1

2

2

2

2

2

3

・肉の特徴や調理上の取り扱い方がわかり、肉を調理することができる。

・魚の特徴や調理上の取り扱(爛 わかり、魚を調理することができる。
・野菜の特徴や調理上の取り扱い方がわかり、野菜を調理することができる。

・蝉 される食材を矢口り、それを使う意義と和食の調理を理解する。

・調理の流れと羽慣がわかり、計画を立てることができる。

・肉の特徴や調理上の取り扱い方がわかり、肉を調理することができる。

・野菜の特徴や調理上の取り扱い方がわかり、野菜を調理することができる。

,魚の特徴や調理上の取り扱t器 わかり、魚を調理することができる。
・野菜の特徴や調理上の取り扱い方がわかり、野菜を調理することができる。

・持続同能な食生活を送るために食生活を二夫することができる。

・今まで学習してきた「衣食住の生活」の中からほかの内容とも関連させて課

題を設定して、課題解決に向けて計画を立て実践できる。

・実践したことをまとめ、発表し、よりよい生活にするための新たな課題を見

つけ次の実践につなげられる。

総 時 数 39



年F― 日翻 字 年

英 語 (英語・其詔動 176 1

授業形態 指導者名

一斉授業 高柊浮肇・ Kslin Ph詭

麟   (翻 ) NttHOttON ttls1lCOursel(東原吾藉 )

教科書以外の教材(発行所 )

LittittCompa“ 儀割尾籍り

実力練成テキスト1側 里)        i      :
中高―買テキスト NMttREttgel Thi』 【抽師 α会出片反)
NBIHRttWRE文泌硝肥雪ミ1舷会出片反)

TalkandTakBookl m

目  標
外国語 ∝ Э によるコミュニケーションにおける見ん。者えんを回かせ、外国誦による「間

くこと」、配 こと」、隔訪 こと (やりとり)∽ 」、「書くこと」の言語活動を通して、簡単
な盾事Rや者えなどを理解したり表現したり伝え合つたりするコミュニケーション勾図る資質・能

力を育成することを目指す。

学習のねらい

・ 言語の4技能5領域 (「聞くこと」「話すこと (やりとり)(発表)」「読むこと」「書くこと」)をバ

ランスよく学習する。

・ 150語程度のまとまつた英語を聞いて、その内容を理解することができる。

・質問・応答・紹介・言い換え・論理的な自己表現などができる。

・2∞語程度のまとまつた英語を読んで、その内容を理解することができる。

・基本的な文法▲語彙を使つて、10砺吾程度のまとまった英語を書くことができる。

定期者査

出帥

中高工貫テキストNEWttREAttJREの内容を中lblミ 検定教科書にも触れなが
ら、副教材、問題案、教材プリントなどから出謹す&

範囲

(測

第1回者査

第2回者査

第3回者査

第4回者査

年隊 者査

フォニックス・中高‐員テキストL的nl 標庭勃円書内容

中高=貫テキストLtton2-3 検定教科書内容

中高工貫テキストL―n4-5 検定教科書内容

中高一貫テキストL固o馬″7 検定教科書内容

中高一貫テキストLttn3へつ 検定教科書内容

言輌 σ メ 所 議 鼠・

評価の方法

評価の働祠よ 知識・灘 よ思者・判断・:河見 主体的に学習に取り組的 3頂

日とす乙

具体的な訓面|よ 慰 月者査を中心1鳳 単語テスト、単元テスト、授業プリントの記入

と提出骸た内容、その他の掘削物を含む課題の内容、― の耳又り組み吠況書を適切に

活用して総合的に行う。

先生からアドノヾイス

(認 ・ 魏 脚

剪功転 ノートの耳又り方ほど)

言葉の圏得においてます瀾硼憮別よ アウトプットです。音と文字の闘系を宇略 えながら、隔

すこと」瞬書くこと」によつて学習内容を3剣Lしていきます。授業では「F幻くこと」磁 こと」

醐 こと」「書くこと」の姓館ヒを統合しながら行しヽます。― はしつかりと声に出して発音

してくださしヽ 様′マなコミュニケーシヨン渚勘贈盲読練習に積極的に参加しましょう。また、ペ

刺 ループは 3叡銑罰 をヽ大切にしましょう。積極判群 をしcノイウトプツト呟 聴
学んだことはファイルノーHこしつかりとメモを取り、理解に努めましょう。家庭で|よ C音読

復圏②プリントの見直し⑥ワークできく練圏Cテスト直し⑤単語を書く練召などの復習を行い

ましょう。そして、          吾韓 を書く練圏してくるようにしましょう。毎

日続けることが大切です。

ALTの先生の授業 (英語0もあります。間違いを融れず、学んだ英語をどんどんアウトプッ
トしていきましょう。



年 間 授 業 計 画 表 (45分授業 )
悧 月 学 召 内 容 日ミニ」〕に

日U

期

4

5

6

7

8

9

Un詭 04ヽ学校のふり返り

け■l E確封晃掛豫窮冶まり ・ lam/1“ke/Areyou? ・ be動詞の文 (文の形) 18

《第1回者査 》

t臓2 ALTのチゴ妨生

L臆3 宅浄柩老主)蚤

・Thisttt)i■ .

。He ShOに～.
。When～?/Ⅶ滑Rμ?
。Who～η How― ?
・К
`前
置詞・ 。・

l―
町 ―

陰

1-
Ⅵ的 meO鏃 池耐!

・HelShelほ ～.肘at iS―?刑坊容
:司、Whoisん?A orB
・一般動詞の文

否定文・疑間文 。

。Whatdo you～ ? 代名詞

17

17

複独形

《第2回老査 》

け■4ニュージーランド
帥 鰤

。WhatdmビV?、 What十名詞蒋? L―
町 脂 dN碗

・一般動詞の文 (3単王見)

否定文・疑間文・疑間詞

Where― ?/When～ ?
・ How many

・ Be..ycOme.v臥〕nt

17

警 蜘 1

ιtt S兄の文也の紹介スピ
ーチ

。三却 」電
'じ

:Fi▼ヨ:]F,タ
・Fum"liVes h..脇 Fum"¨ .?
ManadOs not¨

L―
Atthe Sporb Store

・所有代名詞

疑間詞 How+形容詞～?
Whos碑 ?/How many― ?

/WhO―?/Whたh～?
Whatを用いた疑間文L咸 6 夢覇輔 ・ Doyou know面mいeo～ ?

。Whose licket...?

・ k山 甲ine(yours).

・ VVhich.¨ ?

10 《第3回者査 》

後

期

1 1

12

1

2

3

ι胤 7オンラインツアー 。現在進行形

lam watching..中

Areyoj walttng?

L鴎on6 ・ 叩可〕文

・∽nを用いた文■否定文・

疑間文

17

醜 Bttibn

Rttuga耐

L臆 8 囃 。フrD題 ・不定詞
・副螂猛 How～!/Wha卜 !

`Iook十
形容詞

・好きな有名人や尊敬する人に

ついて説明したり、たすねたり

する
。一般動詞の過去形

L岱on7
躍 脩日aンing Tennと N(胤

。現在進行形
,否定文。疑間文

,現在形と進行形

17

警 蜘 2

Un僣 ごし方

《第4回港査 》

[ 冬季体業中 ]

un託 10中学校1年間の′冒、い
出

。be動詞の過去形

・過去形進行形

・′胃、い出に残つた行事について

発表する

Lson8
AtSowh E― ry
貿団

Lttan9
TomWas SickYtterday.

・一般動詞の過去形

・過去進行形

・特局」用法のた

17

・ be動詞の過去形

・ 18夫進行形 17

《韓 》

5

《 スプリングチャレンジ 》

Sttgemtty3 My曲 輸 Thと即『

総時間数 176



今切町8年度 岡山県立倉敷天城中学校

第 1学年 道徳年間指導計画
学校の教育目標 科学的思考力路陸 を身に付け、21世紀の社会を各分野で主体的に担つていくことができる生徒の育成

「函 女ヽ日識と国際的な感覚を身に付け、国際社会て'活躍て`きる知的バランスのとれた生徒の育成

豊か′ょ`人間性をもち、自′分を宿蛍し他を尊重しテFがら個性テどイ市長する意歓ある生徒の育成

教科書

検定教科書「中学生の道徳 1」

学年の重点項目 基本的な生活習慣の定着を図り、自分で考え判断し、その行動に責とをもつ。

月 導 燃
輔

節 名 おらい

4

オリエンテーション オリエンテーション 下人ひとりが自分の考え方を伸び伸びと表現ヒ 周りの人力幼 を受け止め考えられる力を培う。

自ヨゴ向′FЧH断と4語助 小さな勇気
日常の中で「′lヽさ′J:勇剣 を出すことて得られる発見く!万服 について考えることを通しく 自由鞠櫻側新と行観の嶺レ重ねが自分らしヤV生き方式

。人間としての誇りをもたらすことに気づき

自分の人生を期 に生きていこうとする邁瀬り甥蒲欲務 ク。

緻 くヽうりの′この 跡 さヽ B― 161 ノシ と赤ちゃん
お母きな 運格i棄 騨兇れ靱膀 H互立つことを大切にし3｀る緻 こヽついて考えることを通しく 人と人力`互いを思▼やるtの温かさに気づき、人間愛に滴らた、渤 キヽ思、しやりのい

を大ワlにする首曝

'哺
を育晩

ネし儀の意義 渤 しヽ料 七儀
確かし′FネL蜘 のFF電点を話し合し、オL留

`イ

こはどのような考え方か`大似l′Fの力|こフついて考えることを通して、イ鴎 こli相手を人間として尊財 る気持ち接 タイ負面があることに気づき、

時と場に応じ硼 潮 をとろうとするぎば1岬断力を高める。

5

目標t謝殿 し続ける生

き方

〕翻することに、生きる

抑

4回転半ジャンプヘのり隠見を繊ける羽生選手を支える層、ヤЧこついて考えることを通して、困難にくじけ′F▼ 政ヤ意志の索晴らしさや日標進成を目指すことの気高さに気づき、自分の日標ヘ

のり麟から題ナメ努力晩 lする攀 を大切に掲 邁辮児哺榛 転

自枷 と費任 裏庭での出来事
葛藤を乗り越えて真実を告白することを決断しナ_健人― 典曲 な理解を通しく 自律n匂′FtJ重 ,lの難しさと大剪さに気づき、自律的に考な 準断し、証懐 に実行してその結閑難 をもつ

道健由坤 断力を高める。

坪 であること
ある日のバッターボック 生き生きとソフトボフレをする0さんと子どもたちの郵【触れた筆者のを情について考えることを通して、誰に対しても公平であることのよさや大切さに気づき、差別¶扁見をなくし、誰も

お輩誌生きとできるを陰の実列こ努める道貯匂鮫 を養う。

自分t』いし′ょ`ヤと き方 魚の涙
筆者の主張を参考lこしながら、いしめに1離 どのよう′fR電があるかを考えることを通しく さまざま′r人間の弱さや醜さ、強さJヽ姉 さのm釘こ気づき、自己の良′Ыこ従つて、人FE
らしさを大切に生きようとする漸酪皮駐誦欠を指う。

日標を設定呟 着実にや

り淑 する
目欄】′l悧勝に

小さな目標をVこ定し、それらを遮成して,ヽくことて完走すること力`できた筆静の画 きを考えることを通しく 目標迪碗ぷ君室や勇気を生み出すことに気づき、日標に向かつて困難や失

敗を乗り越えて着ヨ こやり恐 デようとする鰤 を塔う。

6

いじめを許さない C(11) ヨシト
同調騒力を乗り越えく ヨシトヘのいじめに級然と立ち向力お うとする「模Jの層、しヽこついて考えることを通しく 周囲に流されて見て月

'力

ふりをしてしまう′己つ弱さに気づき、正義と公

正さを重んし、いじめのテょ`ヤー
実干慰こ努める麟 を養う。

節度掛 る 卜 (21 釣りき瀾a思い出
釣りに夢中になるあまり門限を破ってしまつた「不ユJのと¢動きについて考えることを通して、節度を守ることの難しさに気づき、節制Iし酌 1ナ妄全て調和のある生活をしようとする道徳

日乎
―
を増う。

生命の連続性
自―

ヤヽのちのア` ト 「自う)の番 いのちのバトン」を読ルく どのようなことを感し、考えた力Wこついて話し合うことを通して、生命か数えきイぬ▼竿ユ筑功 らヽ受I労助 Vkそ して次へと引き絢 〔れて
'｀

くこと

に気づき、力当すかiえのない自lLV魁命を強 する道贈鞠哺 を高硫

誠実に責任をもつこと ネット村′洪 「僕Jと敏和の対局へ′)向き魯 、方髄 にある考え方を通して自律の構神σ)大りlき l、
テ
気づアド虫 菌姥懲 寿ヽ行してその結果1難 をもレ或目謀潮鞠度を養う。

7

摯 の心 言葉の向こうに
インターネットでの自分のコミュニケーションのあり方を振り返る力l鮮が、人はそれぞれさまきまなものの見方や考え方があり、それを受け入れること(π)大切さに気づくことを通して、

曳容の心で他者と接し練 くヽ道徳的態度を養う。

中 ライオ渤 拙 注
現f尊こおけるデヤを拡散する人々のさまざま′F9jl鶴 こ〕 てヽ考えることを通して、=人=畑Ч編朝箭罰獣 きな社会的責任を負って■ヽることに気

づき、翻 享を守るためti法や続諄

― し、約 を高めていこうとする遭徳的実践意欲を培う。

蘇 できる雄 人の鵬
幼なしみの腱と電子力ヽ 中学′卜lこなり周囲からの視線や自身の気持ち″変イBO裁鍛、悩みながら成長していく姿を通して、同Ш翻、異阻 における友情関係のあリノ,l=引 てヽ考え、豊か

茂賄鞍孫趣緻 てヽいこうとする遇齢侃帯峰 こ

9

郷 L(π璃 層に努める C― (161 アッカレロー附穀
多くの困触こ立ち向力ヽ アヽょ`力iらりんご並木をつくり、受lナ絣 Cヽいく飯日東中学関の生徒たちり殷 1ヽ予)ヽて考えることを通して、社会

`コ

ミくしオ詠 くう融 併者に尊敬の念を深め、地域社

会のr員として溜 フて郷止の勇鳳 こ努める道徳的実践意欲を培つ。

家族鰯 ′絆 ッこ X十陣 I夕Jめ

',り

がとう 伯王子さんとお母さんとの鱒 し翻 刀騨 こヽ〕 てヽ考えることを通して、要ヨ餅ヽ文え合う継 うИウ ,■まらしさを憩し、家陶封 して碑 打と嘲胸略 をもつて線要する建簡的b静簡訂晩

翻

パラツンピックを駆け抜け

た「きず′FJ―道下美里

道下さんと青山さんがどのようれ思いて言薬を交わし、どのように「きずれ を深めていつた力を考えることを通して、友情の革きに気づき、悩賽講藤を乗り越えながら、売蓼印閥と

櫛 酷 緻 醒 爬 熱 てヽいこうとす純 帥 難 諭 掛 う。

前期ふり返り 前期の自分をふり返り今後を考える

10

tFみよし辻会の実現 島耕作 ある朝の出来事
朝の満郵瓢飩 の出来事こつVて、さまざま′」、人々の働静 ち考えることを通して、公共の場く 他者への配慮と互いつ立場や考えを尊重した言動おこ大啜lであることに気づき、

/ム`徳を重ム′

u住 みよいオ+―よをつくつていこうとする鰤 を増ク。

島じつ声 レ の 銀色のシャープ代ンンレ
本当のことを言い出すことができ― する

「僕Jの,D動きについて考えることを通して、自己の弱さく載 さと向き3、 それら博醐 脇洩
"あ

ることに気づき、よりよく生き

るまメを見Vだそうと
'る

鰤 を,宮う。

働くことの盲義
時速二人五キロ、千三百

人を飛甘t
新欝叙酢社になるま〔つ厳しい貫1陳を乗り越え、日々 責任あるtヒ寧1こ従事する漉コヽさノとの姿を通しく それ守との仕当こIす重みと―

の両方があることに気づき、勤労の翻 こ
ンぅぃ c

考えようとする道慰勝醒囀歓を培う。

ネ蜂 画とdビ螂日常 醐 会デビュー
明力町内会の共同作黎 こ取り組んて感したことJ('考えたことを共感的に理解することを通して、互VЧ番力け合▼胡厳し合う社会連帯の大切さに気r)き、鰤 の意識と社会連帯の自党を

高め、よりよヤ帯陰 の実現lこ努めようとする道衛的実繊意欲を培う。

轍 ― る
を ⑥ 初めての― 山中伸弥

石r究者として新たな可能性を探究し続lする山引跡 さんの生き力lこついて考えることを通して、人間には答えの分からないP,― ヤ鞍兜慟 あヽることに気づき、自ら鋤了奇L駕梁んさ

を大切にして、真理を探究していこうとする申 う。

11

自己を向上させる 木箱の中の鉛零たち
自分の才能を疑い藩ち込む砦柳 ヽ作曲家の父のらひナ_V:4カ粘まつた木箱から感じ取つたことを考えることを通して、才台Bま努力によつても得られることに気づき、個性を伸ばし却 くヽ

ことで充実した生き方を,自求しようとする週瀬勝畦醍献を
'旨

う。

人間が生きるとVヽうこ

と
D卜 (191 ホたりの子どもたちヘ

「不′d力埓印に残した、アの淵1れ てヽもなお生き抜こうとする姿ミ子 どもたちへ婢 をヽ通しく 機鐸V逆昭添埠牌的,詔命な承 人力`人として生きることのま閑こ気づき、日翻 華や

家演こ感謝し、自他のぷサがえのない′輪 を勘 巳靖を仙

伝徹 イr笏腺 と発展 C― (17) 日本探しの旅
さまきま輸 と文化を,lに r日本らしさ」について考えることを通して、― まイ囲 Ⅷ 面と自国の文化― 的 などに気づき、伝統の継承と新しヤヽ文胸 I蜘
して、よりよヤ壮会の受展旧薗絞しようとする節 輔度を養う。

′凸り邑うヽさ 夜のくだもの屋
くだもの屋のあかりI亜 られたおしさん、料 rさスッの善意を知つたときゆチ女り騨 蛯捌鶉けることを通して、相手を思いやり、助け合 )とのよさに気づき、思いくうりと厨醐の念をもつ

て他者と接し、人F習!愛の臓悼をレ照むイ)でいく遭臨み己情を育晩

12

自らの命を生きる 併 (191 語リカЧする日 母の遺常を 明 にんは 語リカ単する′少女の日に宿る思叫こついて考えることを通しく 限りある生命の力当すがえのなさを理解ヒ 自イ[“″ ヒ命を尊重しようとする道徳的態度を養う。

ぷやり跡齢 旗
パッチワークのクラス旗を獄κ 少女を励まそうとするクラスメートの思、いと)攻硼思いを失醸的に理解することを通して、思Vやりの恨団こある.Ы瑣 づき、思しや りのいをもつて人と

接呟 辞隆深めてヽ こヽうとする適癬筋期略欲掛 う。

朝 匡際買献 ― 力つてどうヤヽうこと?
つのlまのエピツードに対する自己¢鵬黙その理由につヽ Cヽ考えることを通して、国際的視剛こ立って他目―

ることの大以lさに気づき、日本人としての自党をもつて国簗邸照

国際貢繊こ努める的 を培う。

1

自鞭 望雰める
あのハチドリのように一

ワンガリ・マエタイ

破壊された散郷の自然を目にして立均尽くすマータイさんのを情と決意lこついて考えることを通して、自然環境た大切にすることの意義を理解し、自らとんて自然の嬌割鬱 める道徳的実

陶節魅措う。

殖題げする.さ ガジュマ′Iの本
追朗を覆うガジュマ′1■7)フトに衝撃を受けたミサキの′とを共憩的に翻解¨ることを通して、美しいものく― も`のに感動する,Hこ気づき、月弱の力を超えたものに対する長散の念をもつ道

髄 )情を育仇

裂 靱 漁 愛ヽ 美しい母の顔
嫌っていた母のく'けどの跡ができたこ理由を知って、涙を流す

「千/」 の■情を共感的に理解することを通して、自分を育ち、成長を見守ってくれる家欧rルtvttl青 に気づき、感謝と敬愛の念

をもつ酌 世情を他

2

弱さを'翔風しようとする

自分に恥じなヽヽ生き方
いつオ,り のノ`イオリン ロピンからの手細こ涙するクランクの己哺1とつヤヽて考えることを通して、誰もがもつている対日らしいよさを導Bめ、弱きに負けず白歩)lこ恥じなヤ進き方を見|ヽだそうとする道衛的己情を育誂

よりよヤ畔類挫活 二枚の傷真
i疎の蜘 に込められた浩や同級生たち、学校の人々の職 1ヽ、

‐ついてi考えることを通して、人々の′じ材`一体となった学校のよさに気づき、学校の■員としての自党をもち、協力し合っ

てよりよし学校生活をつくろうとする鰤 を培う。

3

働Gの視点から振り返り 今までの道徳にり学0嗜倒C3と の腿 を女Πることを通して、各教材のるも凋等との腿 1い て`の関しを高め、経続的桜静い餌は九

1年間の蹟り返り 1年間の自分をふり返り今後を考える



教 科 名 年間授業時数 学  年

サイエンス 39 1

授 業 形 態 指 導 者 名

一斉授業 。分割授業

(1学級を2講座で展開 )
武下晃慎 加門敏弘 瀬部圭史 奥野晃司

目  標

科学が社会生活において果たしている役割に目を向け、実験 。観察
。数学的

活動を通じて、科学的に調べる能力と態度を育てる。さらに、一人一人が自分

の考えについて他者と討論することによつて、探究すること、説明をすること

、根拠付けをすることなど問題の解決や探究活動に必要なネキルを身に付け、

学んだ知識 と組み合わせて問題解決的な学習を取り入れることにより、科学

的思考力や創造力を養 う。

学習のね らい

①英語によるサイエンストピック授業を通して知的好奇心を高める。

②博物館連携授業を展開し、サイエンスインタープリターとしてのプレゼン

テーション実習を行う。

③論理的思考力を構成する様々な推論形式 (ピアジェの形式的思考操作)を
強化することによつて、認知能力の促進 と加速を図る。

④グループやクラス全体の議論を通して十分な経験と反省をさせ、批判的思

考ヽ複限的思考、分析的思考操作の方法を身に付ける。

評価の観点

①サイ■ンスプレゼンテーションに興味をもつ。

②課題解決のために様々な解決方法を考えようとする態度が身に付いてい

る。

③課題を解決するために実証的、論理的に考えたり、分析的、総合的に考

察したりして問題解決に当たることができる。

④形式的思考操作ができる。

⑤他者の意見を論理的な思考によつて判断し、その意見に対する自分の考

えを持つことができる。

⑥自分の意見を適切にまとめ、効果的な発表ができる。

先生からア ドバイス

(授業の受け方、ノー ト

の取り方など)

。積極的に授業へ参加し、自ら学び、自ら表現する力を身に付けましょう。

・答えが一つには決まらない課題がたくさん出てきます。柔軟な発想で

様々な可能性をしつかり考えましょう。

・友だちとの議論を通して、批判的、複眼的、分析的に考え、自分の意見

と自己決定力を持つようにしましよう。

・グローバルで学習している言語技術の手法をサイエンスでも活用して、

意見が言えたり、文章が書けたりするようになりましょう。



年 間 授 業 計 画 表 (45分 授業)

学期 月 学 習― 内 容 時数 学習のポイント

前

期

4

5

6

7

8
9

。CASE(Cog五 五iveAccelerttion
throghScienceEducation)

【変わるものは何か】 (1)

【2つの変数】 (2)

【どんな種類の関係か】 (3)

【「公正な」冴スト】 (4)

【転がるボール】 (5)

3

3

3

3

3

・様々な例を通して(「変数」「値J「関係」と
いう言葉と概念を理解する。
。「入力変数」と「結果の変数」という言葉を

使って 2つの変数の間の関係が説明できるよ
うにする。
・ 「2つの変数の間の関係の表し方」としてグ
ラフを用いることができるようにする。

「変数のコン トロール」という操作ができる

ようにする。

。「思考練習」ができるようになることによつ

て、実験の計画を立てる力を身に付ける。
・集合の考え方を導入してものをだんだん小さ

なグループに分けることができるようになる。

後

期

10

11

12

1

2

【グループ分けをする】!(6)

【さらにグループ分けをする】
(7)

【歯車と比率】 (8)

【反比例性】つりあいを保つ

(9)

【反比例性】幹と枝 (10)

【反比例性】つりあいを保つ (11)

【反比例性】電流、長さ、厚さ
(12)

【蓋然性】豆のサンプリング
(13・ 14)

【組み合わせ】選択肢 (15)

【変数】相互作用 (16)

課題研究発表会に参加する

3

3

2

2

2

2

2

2

2

3

1

・カテゴリー化することが何の役に立つのかを理

解する。

。より複雑な分類ができるようにする。

・比例性の概念とそれに伴う縮尺と比率の概念

を理解する。

,2つ の変数 の間 に増減の逆関係 があ るもの
について調査 を行い、関係性 を考 える。

・お も りの重 さと支点か らの距離 を調べ、反

比例性 を導入す る。

。電流 と抵抗 の間の反比例性 を調べ、反比例の

概れ を確立す る。

・母集団を代表す るような標本集国に必要な

標本数を調べ、標本抽出の初歩的な概念を持
つ 。

。すべての場合 の数 え上げを行 う。

。酵母菌、鉄 さびについての実験 を通 して、2

つの「入力変数」が合わさつて「結果の変数」

が大き くなるよ うな現象 について考 える。

総 時 間 数 39


